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キャブタイヤケーブルはその使用条件を十分に把握したうえで最適設計で製造しなければならないと
考えております。ご面倒ですが、以下の項目についてご回答をいただきたくよろしくお願い致します。

貴社名・ご担当者名・電話番号

CHECK票 発行年月日 年　　　　　月　　　　　日

丸形　　　　・　　　　平形

2 種　　 ・　　 2 種補強形 　　・　　 3 種

無　・　有　 （　一括　・　各心　・　各対　・　その他　）

m／分

m／往復

時間／日（ 　　　　　　日／年）

常時　　　　　　　　N 　（最大　　　　　　　　N）

半径　　　　　　　　mm （捻回　　　　　　回／m）

無 ・ 有　（外径　　　　　　 　mm） 　注：平形は短径×長径

　　　　m × 　　　　　　　　本

年　　　　　月　　　　　日

（＊その他 ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

使用電圧 （例：440V, 3300V）

丸形か平形か （○で囲む）

ケーブル外径制限の有無

ケーブル必要長 （例：200m×1本）

ケーブル必要時期 （例：2020年11月末日）

弊社営業担当者名
（注） この票はコピーを取ってご活用ください。

ケーブルの種類 （○で囲む）
線心数×導体サイズ 
（例：16×3.5SQ）
遮へいの有無 （○で囲む）

使

用

状

況

移動速度 （例：150m／分）

布設状況 （○で囲む）

使用状況図（どのような方式か簡単に図示）

移動距離 （往復距離）

移動頻度 （例：3時間／日）

ケーブルに加わる張力

ケーブルに加わる曲げ

■ キャブタイヤケーブルの許容張力

キャブタイヤケーブルの許容張力は
導体単位断面積（mm2）あたり 19.6N（2kg）以下。
　（例 ： 3×38mm2 のサイズのケーブルであれば、 19.6×3×38＝2234.4Nとなる）
鋼線入の場合は導体単位断面積（mm2）あたり 29.4N（3kg）以下。
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キャブタイヤケーブルの選定基準CHECK票 技術資料キャブタイヤケーブルの許容張力




